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〇
環

境

省

三
〇

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

一
198
一
八

三
一

輸
入
特
定
有
害
廃
棄
物
等
が

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項

の
廃
棄
物
に
該
当
す
る
場
合

に
お
け
る
輸
入
移
動
書
類
に

係
る
届
出
に
関
す
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
198
二
一

三
二

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

八

二

三
三

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
八

二

三
四

環
境
省
定
員
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

三
〇

四

規

則

〇
人

事

院

九

一
七

一
四
三

人
事
院
規
則
九

一
七
（
俸

給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

一

二

九

一
二
三

二
三

人
事
院
規
則
九

一
二
三

（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院

規
則

一

二

一
七

〇

一
一
六

人
事
院
規
則
一
七

〇
（
管

理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部

を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

一
六

二

一
六

〇

六
一

人
事
院
規
則
一
六

〇
（
職

員
の
災
害
補
償
）
の
一
部
を

改
正
す
る
人
事
院
規
則

二
八

二

一
六

三

四
三

人
事
院
規
則
一
六

三
（
災

害
を
受
け
た
職
員
の
福
祉
事

業
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人

事
院
規
則

二
八

二

〇
国
家
公
安
委
員
会

一
四

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防

止
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
国
家
公
安
委
員
会
規

則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

一
八
214
七
四

一
五

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な

運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働

者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公

安
委
員
会
規
則
の
整
理
に
関

す
る
規
則

二
九
222
四
九

〇
特
定
個
人
情
報
保
護
委

員
会

二

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査

を
す
る
職
員
の
携
帯
す
る
身

分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を

定
め
る
規
則

一
五
211
一
五

三

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

第
十
九
条
第
十
四
号
に
基
づ

き
同
条
第
七
号
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
定
め
る
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
規
則

二
八

二

訓

令

〇
内

閣

府

三
二

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務

分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令

一
六

二

〇
法

務

省

二

主
任
審
査
官
、特
別
審
理
官
、

難
民
調
査
官
、
意
見
の
聴
取

を
行
わ
せ
る
入
国
審
査
官
及

び
意
見
の
聴
取
を
行
わ
せ
る

難
民
調
査
官
を
指
定
す
る
訓

令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

三
〇

四

告

示

〇
内

閣

府

三
三
九

三
四
〇

総
合
特
別
区
域
の
区
域
を
変

更
し
た
件

一
〇

一

三
四
一

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る

法
律
施
行
令
第
五
条
第
一
項

第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

博
物
館
、
美
術
館
、
図
書
館

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施

設
で
あ
っ
て
、
保
有
す
る
歴

史
的
若
し
く
は
文
化
的
な
資

料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料

に
つ
い
て
同
令
第
六
条
の
規

定
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
行

う
も
の
を
指
定
す
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

三
〇
224

三
四
二

三
四
四

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け

る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強

化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動

の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め

の
計
画
を
認
定
し
た
件

三
〇
224

三
四
五

三
四
八

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け

る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強

化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動

の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め

の
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た

件

三
〇
224

〇
宮

内

庁

一
〇

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
栃
木
県

へ
行
幸
啓
に
な
る
件

八

二

一
一

皇
族
た
る
皇
室
会
議
の
議
員

及
び
そ
の
予
備
議
員
の
互
選

に
お
い
て
当
選
し
た
件

一
一

二

一
二

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
栃
木
県

へ
の
行
幸
啓
を
お
取
り
や
め

に
な
る
件

一
七

二

一
三

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
大
分
県

へ
行
幸
啓
に
な
る
件

二
四

二

一
四

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
第
三
十

五
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
に
御
臨
席
に
な
る
件

二
五

一

〇
国
家
公
安
委
員
会

二
九

駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
型

式
認
定
番
号
を
指
定
し
た
件

九

一

三
〇

普
通
自
転
車
の
型
式
認
定
番

号
を
指
定
し
た
件

九

二

〇
国
家
公
安
委
員
会
、
金
融
庁

一

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防

止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
十
五
条
第
十
一
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
国
又
は
地
域
を

指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

一
八
214
七
五

〇
国
家
公
安
委
員
会
、
金

融

庁
、

総

務

省
、
法

務

省
、

財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省

一

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防

止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
五
条
第
二
項
第
四
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
書
類
を
指
定

す
る
件

一
八
214
七
五

二

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防

止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
六
条
第
一
号
ト
の
規
定
に

基
づ
き
、
書
類
を
指
定
す
る

件

一
八
214
七
六

三

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防

止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
五
条
第
二
項
第
四
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
書
類
を
指
定

す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
八
214
七
六

四

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防

止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
六
条
第
一
号
ト
の
規
定
に

基
づ
き
、
書
類
を
指
定
す
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
八
214
七
六


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